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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年10月8日(2009.10.8)

【公開番号】特開2002-35307(P2002-35307A)
【公開日】平成14年2月5日(2002.2.5)
【出願番号】特願2000-223926(P2000-223926)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月26日(2009.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【特許請求の範囲】　　
【請求項１】
　遊技球の入球に起因して遊技者に有利なゲームを実行するか否かを決定する条件成立判
定手段を備えた遊技制御手段と、
　前記条件成立判定手段により条件が成立した場合には遊技者に有利なゲームが実行され
る旨の有利報知画像、条件が成立しない場合には有利なゲームが実行されない旨の不利報
知画像を表示する報知画像表示手段を備えた画像制御手段と、を備えた遊技機において、
　前記遊技制御手段に、
　前記報知画像表示手段により表示される画像の変動時間を前記入球に起因して複数の変
動時間の中から決定する変動時間決定手段と、
　該変動時間決定手段により決定された変動時間を示すデータ及び前記条件成立判定手段
により決定された遊技者に有利なゲームを実行するか否かを示す当否データを前記画像制
御手段に送信するデータ送信手段と、
　前記画像制御手段に、
　前記送信された当否データに基づき遊技者に有利なゲームを実行しないことを判定する
当否判定手段と、
　該当否判定手段が遊技者に有利なゲームを実行しないと判定したとき、前記有利報知画
像が成立する前提条件となるリーチ画像を表示するか否かを決定するリーチ決定手段と、
　該リーチ決定手段によりリーチ画像を表示すると決定された場合には、前記送信された
変動時間を示すデータに従ってリーチ画像を変動表示するリーチ画像表示手段と、
　を備えたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、
　前記リーチ画像は、前記画像制御手段が生成することを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【０００７】
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【課題を解決するための手段及び効果】前記課題を解決するため請求項１に記載の遊技機
は、遊技球の入球に起因して遊技者に有利なゲームを実行するか否かを決定する条件成立
判定手段を備えた遊技制御手段と、
　前記条件成立判定手段により条件が成立した場合には遊技者に有利なゲームが実行され
る旨の有利報知画像、条件が成立しない場合には有利なゲームが実行されない旨の不利報
知画像を表示する報知画像表示手段を備えた画像制御手段と、を備えた遊技機において、
　前記遊技制御手段に、
　前記遊技者に有利なゲームを実行しない場合、前記報知画像表示手段により表示される
画像の変動時間を前記入球に起因して複数の変動時間の中から決定する変動時間決定手段
と、
　該変動時間決定手段により決定された変動時間を示すデータ及び前記条件成立判定手段
により決定された遊技者に有利なゲームを実行するか否かを示す当否データを前記画像制
御手段に送信するデータ送信手段と、
　前記画像制御手段に、
　前記送信された当否データに基づき遊技者に有利なゲームを実行しないことを判定する
当否判定手段と、
　該当否判定手段が遊技者に有利なゲームを実行しないと判定したとき、前記有利報知画
像が成立する前提条件となるリーチ画像を表示するか否かを決定するリーチ決定手段と、
　該リーチ決定手段によりリーチ画像を表示すると決定された場合には、前記送信された
変動時間を示すデータに従ってリーチ画像を変動表示するリーチ画像表示手段と、
　を備えたことを特徴とする遊技機である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前記構成を有する請求項１に記載の弾球遊技機は、前記画像制御手段でリーチ変動を実
行するか否かを決定するので、遊技制御手段を負担が軽減されるとともに、リーチ変動を
連続で発生させたり、変動回数に従って発生させたりする等、自由にリーチ画像を表示制
御することができる。また、変動時間に従ってリーチ画像を表示させているので、リーチ
表示の趣向性を高めることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項２に記載の遊技機は、請求項１に記載の遊技機において、前記リーチ画像は、前
記画像制御手段が生成することを特徴とする遊技機である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
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